
こどもたちの意見を取り入れた基本設計が完了

久居こどもの遊び場づくり



じゃぶじゃぶゾーン

わいわいゾーン

プレーパークゾーン

パークセンター

約５,７５０㎡

約５００㎡

約６,６００㎡

約２,２００㎡

約３３０㎡

デビューゾーン

１ 基本設計 全体配置図１

全体面積

約３万８,０００㎡

駐車場
（約９０台）

駐車場
（約２４０台）



基本設計 プレーパークゾーン

築山(高さ約4m)
土を掘ったり、すべったり
遊びの中で自由に形が変わります

活動小屋
創作、話し合い、休憩
場所として利用できます

桜並木
春にお花見が楽しめ
ます

ぐるっとロード(約750m)
遊び場をぐるっと散歩できます

シンボルツリー
遊び場のシンボルとなる木
を植えます プレーパークイメージ図

１

こどもの「やってみたい！」が自由にできる遊び場

木登り、穴掘り、
どろ遊びがしたい

シンボルとなる
木がほしい

生き物と一緒に
遊びたい

おもいっきり
からだを
動かしたい

※ は事業推進会議からの意見



わいわいゾーン（広場）イメージ図

築山トンネル(高さ約2.5m)
芝山やトンネルを登ったり、
滑ったり、くぐったりできます

大屋根(約500㎡)
日陰でお弁当を食べたり、
寝っ転がったりして遊べます

フラットエリア
ボール遊びやかけっこなど
のびのび遊べる広場です

色々な年齢層が広場や遊具で遊べる遊び場

乳幼児エリア
乳幼児が遊具で遊べます
・クッションマット ・すべり台
・ミニシーソー ・砂場

基本設計 わいわいゾーン１

遊具エリア
こどもが成長に合わせて遊具で遊べます
・大型複合遊具 ・ジャングルジム ・鉄棒
・インクルーシブ砂場、ブランコ ・設置型飛びボール

いろいろな
遊具で遊びたい



じゃぶじゃぶゾーンイメージ図

エントランス広場
キッチンカーエリアとして利用できます

パークセンター
木育広場、読み物広場、ハイハイエリアで遊べます

じゃぶじゃぶゾーン
夏は水遊びができ、冬は人工芝エリアとして遊べます
置型シャワーを設置

夏は水遊びができ、冬は外遊びができる遊び場

乳幼児エリア
遊具エリア

基本設計 じゃぶじゃぶゾーン１

水遊び大好き！

夏も冬も遊べる



屋外トイレ
外遊びで汚れた
ままでも利用可能

北側エントランス
駐車場からの出入り口

南側エントランス
遊び場からの出入り口

倉庫
レンタル自転車
や遊び道具等を
収納

シャワー足洗い場
外遊びで汚れた体を
洗い流すところ

木のぬくもりを感じられる屋内遊び場

木を使った遊具を
設置予定

読み物コーナー

はいはい
エリア
乳幼児の
遊び場

室内は靴を
脱いで利用

基本設計 パークセンター１



自転車練習エリア(約40m×30m)
トラックを利用した練習が可能
アスファルト舗装

スケートボード練習エリア(約20m×30m)
スタート台を設置
コンクリート舗装

木陰エリア
屋外の休憩場所

車輪が付いた乗り物の練習ができる場所

基本設計 デビューゾーン１

安全に自転車に
乗る練習がしたい

いろいろな
乗り物に
挑戦したい


